
 

  令和４年２月４日 

福井市都市戦略部地域交通課 

 

えちぜん鉄道交通圏地域公共交通計画（素案）に関する 

パブリック・コメント募集の結果 

【概要】 

えちぜん鉄道活性化連携協議会では、えちぜん鉄道を幹線交通として、路線バスやコ

ミュニィティバス等との連携による地域公共交通のネットワークの強化によって移動の

利便性が高く、車に頼り過ぎなくても暮らしやすいまちづくりや、周遊性の高い魅力あ

る広域観光のまちづくりを目指して、「えちぜん鉄道交通圏地域公共交通計画」を策定し

ます。 

このたび、計画の素案について、パブリック・コメントを実施したところ、市民の皆

様から以下のご意見をいただきましたので、それに対する市としての考えを示し、公表

します。 

 

【意見募集結果】 

実 施 時 期 令和３年１２月２７日から令和４年１月１１日まで 

意見提出状況  
提 出 者     １人 

意 見 数     ３件 

意見提出方法 

書 面 の 持 参     ０人 

郵 便     ０人 

ファクシミリ     ０人 

電 子 メ ー ル     ０人 

電 子 申 請     １人 

 

 提出された意見  意見に対する市の考え方  

1 主要拠点駅周辺人口が減少する中
で、公共交通利用者が増加しているの
は流動総人口が増加しているかまた
は自家用車など他の移動手段から移
行しているかだと思うが、利用者数目
標は人数だけではなく、流動人口に占
める割合も目標にしたほうが対策の
効果が出たかどうか判定しやすいと
思います。  

公共交通の利用者数は、新型コロナウイ
ルス感染拡大前の令和元年度までは順調に
増加していましたが、感染拡大により令和
２年度以降は大幅に減少している状況で
す。 
そのため、本計画期間において、減少し

た利用者数を回復させる必要があり、分か
りやすい数値目標として、現行計画の数値
目標を継続し、「公共交通の利用者数」と
しました。 
一方、各種施策の効果を検証するには、

流動人口を考慮することも重要であるた
め、評価・検証を行う際に参考とさせてい
ただきます。 



 

2 えち鉄とバスとの連携があちこち
に表現されているが、並行在来線や
福鉄との連携についての記述が少な
くバランスが悪い。地域公共交通の
連携計画としてはもっと記載すべき
ではないか。  

並行在来線や福井鉄道との連携について
は、接続確保のための鉄道事業間のダイヤ
調整や事業連携などの重要な事項を記載し
ています。 
しかしながら、鉄道（並行在来線及び福

井鉄道福武線）についてはバスのようにル
ートの変更ができないことや、えちぜん鉄
道と福井鉄道福武線の相互乗入れを既に行
っていることなどから、計画に記載してい
るボリュームがバスに比べて少なくなって
います。 

３ ICT 化（キャッシュレス、MaaS）
への対応においては、キャッシュレ
スによる運賃支払いのシームレス化
が大前提になります。並行在来線を
核としてえち鉄、福鉄、バス、コミ
バス、沿線商店等に共通で使える地
域カード（イコカ互換）まで踏み込
んでほしい。 

キャッシュレス化については、運賃収受
の効率化や停車時間の短縮化等につながる
重要な施策だと考えています。 
そのため、以前から、イコカなどの交通

系ＩＣカードを含めた様々な決済方法の検
討を行っていますが、決済方法の技術開発
が急速に進んでいることなどから、計画に
は具体的な記載はしておりません。 
シームレスな移動の確保が可能なＭaaS

（Mobility as a Service）の導入など、え
ちぜん鉄道交通圏において最もふさわしい
決済手法、導入の在り方を今後も検討して
いきます。 

 


